
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「輝く県民活躍大賞」は、 

中高生、若者、ＮＰＯなどによる

社会貢献活動や地域活性化の

ための取組を顕彰しています。  

 

2024輝く県民活躍大賞には、

ジュニア・ユース部門で３団体、 

若者部門で３団体、 

一般社会貢献部門で２団体１個人

の活動が受賞されました。 

 

受賞された皆様は、それぞれの

分野で先駆的な活動を展開し、

地域の活性化に大きく貢献した

まさに輝く県民の代表者です。 

 

今回受賞した９つの活動を 

ご紹介します。 

 

２０２４ 
輝く県民活躍大賞 
受賞活動の紹介 

ジュニア・ユース部門 

1 地域開発チームWATS 
動画等による中心商店街の活性化 

2 南陽高校市役所部 
高校生によるまちづくりボランティア活動 

3 ボランティアサークル「nicoこえ」 
小児がん支援レモネードスタンド活動を軸とした 

ボランティア活動・地域貢献活動 
若者部門 

4 川西町こども食堂なかよしキッチン 
住民主体の子どもの居場所づくり 

5 東北公益文科大学 

学生団体Liga 食品ロス削減チーム 
食品ロス削減活動 

6 山形大学 

SCITAセンター学生スタッフ 
やまがた未来科学プロジェクト 

一般社会貢献部門 

7 飯豊町中津川の森人会 
「森林業」による地元の魅力発信と関係人口・ 

交流人口の創出 

8 一般社団法人徳良湖ヨット倶楽部 
Sailing for everyone ヨットで町おこし 

9 登坂 尚高 様 

寺フェス in 山形県朝日町若宮寺、のぼり花火大会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

SNSへの動画投稿を中心

に地域の方々と協働で様々

な活動をしています。 

映画・音楽製作では地域

の風景を記録に残したり、 

特産品を使用したスイーツを

開発したり、その世代毎に 

テーマを決めながら、高校生

がやりたいことを自由に  

活動しています。 

動画等による中心商店街の活性化 

地域開発チームWATS 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表 富澤 洋一 

所在地 

新庄市 

主な活動分野 

まちづくりの推進 

設立年月 

令和元年12月１日 

会員数 

14人（うち高校生９人） 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

地域住民の方と協力して

活動する事を大切にしていま

す。 

これまで関わる事の無かっ

た地域の方と共に活動するこ

とで新しい発見や視点を得る

ことができました。今まで気

がつかなかった地域の魅力

を WATS の活動で発見する

ことができました。 
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輝く県民活躍大賞 

ジュニア・ユース部門 

地域での動画製作 

特産品を使用したスイーツ開発 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

2019 年から活動していま

す。きっかけは地域の方が製

作した「映画ゾンビ商店街」に

参加したことです。 

高校生の私達でも地域を 

元気に出来る！と感じ、最上

地域の高校生が高校の枠に 

とらわれず、自主的に集まり

活動したことが始まりでした。 

 



 

 

 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

新庄にある場所、人、モノ

を通して地域の思わぬ歴史

にふれたり、ふるさとの温か

さを活動したりする事で身を

もって感じています。 

特に、地域の為にボラン 

ティアで活動している人たち

と接し、私たちもがんばら 

ないと、と決意を新たにする

事もありました。 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

今年は活動開始から 6 年

目になります。これからも 

最上地域の高校生がふるさ

とを知るきっかけであった

り、地域住民との交流であっ

たり、途切れることなく活動

を継続していきたいと思っ

ています。 

高校生がやりたいことを

実現できる！それが地域に

貢献できる活動につながる

よう大人達も見守っていき

たいと思います。 

 （代表富澤洋一） 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

私たちの活動の多くが 

地域の方々との協働です。

その為、地域の方々に活動

を伝え、協力を得る事に  

苦労したことがありました。 

できる限り、自分たちで歩

き、直接地域の方にお願い

をするようにしています。 その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

今年は新庄市より、新庄

開府400年記念事業アンバ

サダーに認定されています。 

アンバサダーとして、開府

400 年は当然のこと、新庄

の魅力発見をできる活動を

始めています。 

その 1つが新庄開府400

年記念映画製作です。地域

の方々と新庄の歴史を絡め

た映画製作に取り組んでい

ます。本年 7 月に公開予定

です。たくさんの方に見ても

らいたいです！ 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

WATS の活動を多くの人

に知ってもらえるよう SNS

などの投稿や高校生へのメ

ンバー募集の案内を自分た

ちで製作したりしています。 

また、ジモト大学などイベ

ントにも積極的に参加し、 

直接高校生にも活動に参加

してもらい、興味を持って 

もらえるようにしています。 

 

地域での活動風景 

インバウンド 

動画の製作 



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

南陽高校生が考えるまち

づくりを地域の方々のサポ

ートを受けながら実践してい

ます。Instagram を活用し

た魅力発信、地域資源に新た

な付加価値を付け更なるPR

を目指すプロジェクトに取り

組んでいます。 

これまで、ジェラート、スム

ージー、スイーツの開発や市

内のカフェを掲載したマップ

の制作、フードロスを削減す

るための活動に取り組んで

きました。 

高校生による 
まちづくりボランティア活動 

南陽高校市役所部 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

部長 梅津 大和 

所在地 

南陽市 

主な活動分野 

高校生によるまちづくり 

ボランティア活動 

設立年月 

令和２年12月18日 

会員数 

13人（全員高校生） 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

令和2年 12月に南陽高校

と南陽市役所が連携して立ち

上げました。探究学習授業「総

合的な探究の時間」で地域の

方々へインタビューをするな

ど、地域との関わりを通して、

私たち高校生の視点で地域の

魅力や課題を考える取り組み

がきっかけでした。 

南陽市長を招いた発表会

で、「自分たちが企画提案した

まちづくりや情報発信を実際

にやってみたい」と言ったとこ

ろ、市長から「南陽市を PRす

るための部活動をつくろう」

と提案してくださり実現しま

した。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

農家さんや企業の方への

インタビューを通して、生産

物に込めた想いや工夫を直

接お聞きすることで、その背

景にあるストーリーや価値を

より深く理解し、これを正確

に広く伝えることを大切にし

ています。 

また、生産者と消費者をつ

なぐ架け橋となれるよう、消

費者に対して分かりやすい

ポスターやポップを作成す

るなど、明瞭性と信頼性の

高い情報発信を心がけてい

ます。 
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輝く県民活躍大賞 

ジュニア・ユース部門 

カフェ経営者に作り方を学びスイーツ開発 

廃棄食材を活用した 

米ぬかスイーツ 

開発した 

スイーツ 



 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

お菓子を作って販売する

にも、入浴剤を開発するに

も、人物要件や設備要件が

厳しく様々な許可や届け出

が必要だということを知り

ました。ものづくりの難しさ

を学習すると同時に、その裏

にある法規制や品質管理の

重要性を実感しました。 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

現在は、南陽市の魅力が

たっぷり詰まったおにぎり

の開発と旅行商品の造成に

取り組んでいます。特に、 

旅行商品の造成では、主に

県外の方をターゲットにして

います。 

これまでの市民向け活動

から、視野を広げ南陽市に

人を呼び込みたいという想

いからの新たな挑戦です。

おにぎり開発も含め、魅力

を直接肌で感じ、楽しんで 

もらえるように部員全員で

一生懸命活動していきます。 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

私たちの知識では知らな

いことが多すぎて、どの資源

を活用したらいいとか、どの

人に聞いたらいいとかが 

分からないときがあります。

そんなときは、南陽市役所南

陽高校応援部（全市職員が

部員）の皆さんに相談して、

分野ごと専門性の高いアド

バイスをいただいたり、地域

の方につなぐ手助けをして

いただいたりしています。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

私たちと同じようにまち

づくり活動を行っている  

高校生組織が一堂に会する

「高校生サミット」に参加し 

交流を深めたり、東京大学先

端技術研究センター主催の

マルシェに出展し、特産物の

販売及びPR活動を行ったり

しています。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

これまで、「新聞やテレビ

を見て興味が湧いた 」 、  

「学校パンフレットを見て自

分も活動したいと思った」、

「Instagram を見て楽しそ

うだと思った」などの理由で

入部する部員が多かったの

で、引き続き広報活動を  

頑張っていきます。 

特に「男子部員」絶賛募集

中です！ 

南陽市役所 

南陽高校 

応援部員との交流 

カフェマップ制作 

・取材活動 

また、南陽警察署交通課

からお声がけいただき「自転

車乗車時のヘルメット着用率

を上げるには」というテーマ

でワークショップと実態調査

を実施しました。今後も地域

の方々と連携しながら幅広

く活動していきたいです！ 

りんご収穫体験、 

農家さんへの  

インタビュー  



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

小児がん支援のレモネード

スタンドを、私たちだけでな

く県内で多くのみなさんに開

催していただき、その売り上

げの一部を山形県内の小児

がんと闘う子ども達に寄付

させていただく活動です。 

昨年は約 103万円を山形

大学医学部小児科学講座に

寄付させていただきました。 

小児がん支援レモネードスタンド
活動を軸としたボランティア活動
・地域貢献活動 

ボランティアサークル nicoこえ 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表 山口 玲美 

所在地 

天童市 

主な活動分野 

ボランティア活動・ 

地域貢献活動 

設立年月 

令和３年４月１日 

会員数 

50人（うち中高生42人） 

 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

レモネードスタンドは、小児

がんを経験したメンバーの提

案により 2022 年の 7 月か

ら活動を開始し、以後サーク

ルの活動の軸となりました。 

小児がん支援について学

び、看板などをみんなで作成

するなど準備を重ね、2022

年の 10 月に 1 回目のレモネ

ードスタンドを実施しました。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

レモネードを販売させて 

いただくにあたって、あえて

何円寄付するという”目標”

金額は設定せず、小児がんに

ついて知ってもらいたいと

いうことを1番に考えて活動

しています。 

また、中高生中心のメンバ

ーが笑顔で元気に活動する

ことも大切にしています。 
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輝く県民活躍大賞 

ジュニア・ユース部門 

イベントでのレモネードスタンド活動 

イベントでの 

レモネード 

スタンド活動 

小児がんを経験した

メンバーの講演 



手話イベントボランティア 

商店街イベントボランティア 

地域食堂ボランティア 

 Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

小児がんと闘う子どもた

ちやその家族の方々が笑顔

になれるように活動を行っ

ていますが、私たちに対して

の激励をいただくことも多

いです。 

誰かのことを思って活動

することで人との繋がりや

思いが広がると同時に、笑

顔もどんどん広がっていく

ことを感じています。 

 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

今まで行ってきたことを

継続しながらも、メンバーが

「したいこと」をより多く  

活動の中に取り入れていき

ます。 

また、nico こえは中高生

ボランティアサークルです

が、高校を卒業したメンバー

が継続して活動できる場と

して青年団体「nico ぷら

Ad」が結成されています。

先輩である nico ぷら Ad 

メンバーが nico こえのファ

シリテーションを行いながら

“自走”して活動していく  

チームになります！ 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

大変ありがたい話なので

すが、レモネードスタンドをイ

ベントで実施してほしいとい

う依頼を非常に多くいただ

くようになりました。 

山形には私たちのような

YY ボランティアサークルが

48 ありますので、各サーク

ルに協力していただいてい

ます。また、学校や地域、企

業等のみなさんでレモネード

スタンドを実施していただ

き、本当に多くの皆様にご協

力いただいています。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

商店街とコラボしての地

域づくり活動、モンテディオ

山形の SDGs ブースボラン

ティア、福祉ボランティア、

災害ボランティアなど、メン

バーのやりたいことと社会

のニーズとをマッチングさせ

て幅広く活動しています。 

私たち nico こえは中学

生から社会人まで、年齢や

学年などの枠を超えて仲良

く楽しみながら活動してい

ます。個性のある仲間が勢

ぞろいです！初めて会った

メンバーであってもすぐ仲

良くなり、nico こえはみん

なの「居場所」のような存在

になっています。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

メンバーが通う学校で声

掛けを行ったり、友達を誘っ

たりしていました。 

最近では、私たちの活動

を知ってくれて参加を決め

てくれた子や Instagram

を通して参加を希望してく

れた仲間もいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

私たちは子育て真っ最中

の母親３人が立ち上げた手

作りの子ども食堂で、仕事が

休みの日にボランティアで活

動しています。 

子どもの居場所づくりと

保護者同士の交流の場をつ

くることを目的とし、毎月１

回食事会を開催しています。

毎回約６０名の親子が参加

し、賑やかなランチタイムと

なっています。 

夏まつりやクリスマス会な

どのイベントには１５０名の

親子が参加します。食事会の

他、子供服おゆずり会、放課

後の子どもの居場所づくり、

大雨災害の被災地支援、防

災体験等も実施しています。 

住民主体の子どもの居場所づくり 

川西町こども食堂なかよしキッチン 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表 佐藤 千恵美 

所在地 

川西町 

主な活動分野 

子どもの居場所づくり 

（子ども食堂） 

設立年月 

令和元年６月1日 

会員数 

スタッフ３人 

利用会員140人 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

２０１９年に立ち上げ、今年

で７年目です。「町内に子ども

の遊び場が無い」という地域

課題について、行政任せでは

なく「子育て当事者の自分達

で解決できるのではないか」

と思ったことがきっかけで

す。 

  

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

まずは自分達が楽しむ

事！子育て支援や社会貢献

という難しいことは考えず、

自分達が楽しいと思えること

を企画しています。運営側が

負担を感じないことが活動を

継続させるポイントです。 
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輝く県民活躍大賞 

若 者 部 門 

高校生との関わりも深く、

吹奏楽部のコンサートやダン

ス部の発表、運動部による

ボランティア体験など、学生

の活躍の場の創出にも繋が

っています。 

こども食堂 調理風景 

こども食堂 食事風景 



 

 

 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

保護者から「今は余裕が

ないけど、いつかは人の役

に立てることをしたいです」

という嬉しい言葉があり、

子ども食堂は支える側・支

えられる側の区別なく活動

できるということが分かり

ました。 

これは地域共生社会の実

現であり、子ども食堂は立

派な社会資源だと感じま

す。 

 

 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

住民の主体的な支え合い

を育むことができる地域づ

くりを目指します。 

子どもの居場所から親子

の居場所、そして地域の居

場所へと繋がっていくよう

に世代間交流ができるイベ

ントを企画していきたいで

す。 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

私達スタッフ３人が子育

て真っ最中ということもあ

り、習い事やスポ少などで

３人の予定が合わないこと

が多々あります。そんな時

は迷わず家庭優先で、スタ

ッフ不足の時にはボランテ

ィアさんに調理以外の部分

もお願いしたり、開催前日

に事前準備をしています。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

これまでは町内の子育て

世帯のみを対象として活動

してきましたが、新たな企

画を準備中です。 

当団体を応援してくださ

っている地域の方々に感謝

の気持ちをお伝えするた

め、子ども達が店員となっ

てお客様をおもてなしする

「ありがとうカフェ」を開催

します。キッズ店員が受付、

接客、調理を担当します。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

公式 LINEや Facebook

での情報発信、店舗や施設

でのポスター掲示、町報に

活動の様子を掲載してもら

うことで、当団体の活動を

広く周知するようにしてい

ます。また、地域の方を対象

とした「子どもの居場所づく

り講座」を開催してボランテ

ィアを募っています。 

子供服おゆずり会 

季節の行事 



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

私達は山形県庄内地方を

主な活動拠点とし、ご家庭に

眠っている食べることが出

来るのに食べられていない

食品を集める『フードドライ

ブ』や、フードドライブで集め

た食品を必要としている人

にお渡しする『フードパントリ

ー』を通し、食品ロスを削減

するための活動を行ってい

ます。 

その啓発活動として、幼児

施設や小学校に出向き自ら

が食品ロスをなくす行動が

できるように『食育出前授

業』を開催しています。 

また、集めた食材を活用し 

食品ロス削減活動 

東北公益文科大学 学生団体 Liga 

食品ロス削減チーム 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表 高木 七美 

所在地 

酒田市 

主な活動分野 

フードパントリー・フードドラ

イブによる食品ロス削減活

動、幼稚園～高校での食品 

ロス削減の講座実施による

啓発活動、子ども食堂開催 

設立年月 

令和2年２月１日 

会員数 

39人 

て『子ども食堂』も開催してい

ます。 

 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

日本の食品ロスの問題と世

界の貧困とのギャップに驚い

たことがきっかけで２０２０年

に団体を発足しました。 

世界では飢餓で苦しんでい

る人がいるのに、日本では一

人当たりおにぎり１個分が毎

日捨てられています。そうい

った状況を改善するため、ま

ずは自分たちにできる「身近

な食品ロス」を減らすことか

らはじめたいと思い、活動に

取り組んでいます。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

私達は、地域の人とのつ

ながりを大切にしています。

フードドライブでは酒田市内

のイベントにブースを作って

いただき参加したり、市民の

方から食品をもってきてい

ただいたりしています。フー

ドパントリーでは、子育てイ

ベントやサークルでの配布

や、酒田の中心街で一般向

けに配布するなど、食品を必

要としている人に直接お渡

ししています。子ども食堂で

も地域のこどもたちが、学

区・年代を超えて交流できる

場を提供できていると思い

ます。 
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若 者 部 門 

フードドライブ 



 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

「食品ロス」は年間約 472

万トン(令和４年度推計値、

環境省など発表)あります。

そのような状況を打破する

ため活動していますが、食品

ロスについて知らない人が

まだまだ多いことに気づき

ました。私達の活動を通して

関心をもってくださったり、

協力してくださったりする人

が増えました。 

 

 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

たくさんの人にフードドラ

イブをしてもらい、食べられ

るのに食べられていない食

品を集め、それを必要として

いる人に配布する循環を継

続していきたいです。そのた

めに、子ども食堂や食育出

前授業により啓発活動にも

力を入れていきたいと考え

ています。 

最終的には庄内地方の食

品ロスを減らし、庄内から全

国に食品ロス削減活動が広

まるきっかけになればいい

なと考えています。 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

活動をする中で困ったこ

とは、モチベーションの差で

す。その解消のために役割

分担をしっかり決めて、多く

の人が主体的に活動に参加

できるようにしたほか、定期

的にミーティングを開催し、

メンバー同士のコミュニケー

ションを増やせるようにしま

した。活動やミーティングに

参加できなかったメンバー

にも、写真や記録で報告して 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

上記以外の活動として、別

の学生ボランティア団体との

意見交換会にも積極的に参

加しました。今年度は、東北

労働金庫主催の｢未来へのタ

スキ活動報告会｣や、こども

家庭庁主催の｢ユースのアク

ションサミット｣などに参加さ

せていただき、貴重な時間を

過ごすことができました。 

 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

私達は、新年度に１年生が

入学するタイミングでサーク

ル加入の声掛けを行ってい

ます。フードドライブで集め

た食品を配布し、実際に活

動をしながら勧誘していま

す。また、学内にポスターを

掲示し、通年サークルメンバ

ーを募集しています。 

フードパントリー 

ユースのアクションサミット 

食育出前授業 

参加しやすい空気をつくっ

ています。 



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

私たち SCITA センター 

学生スタッフは、山形県内外

で開催されるイベントにおい

て、幼児から小学生を主な 

対象とした科学実験を提供

する活動を行っています。 

実験の考案やイベントブー

ス運営の企画を学生自らが

行い、時には学生が主体とな

ってイベントを開催します。 

各地で理科実験を提供す

ることにより、科学の面白さ

を子ども達に伝えることを

目指しています。 

やまがた未来科学プロジェクト 

山形大学 SCITA センター 

学生スタッフ 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

学生スタッフ代表 

大淵 友加里 

所在地 

山形市 

主な活動分野 

科学教育の普及 

設立年月 

平成21年４月1日 

会員数 

40人 

 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

活動は 15 年ほど前から行

っています。2008 年に山形

大学が独自に開始した理科学

習の普及活動を促進するプロ

グラム「やまがた未来科学プ

ロジェクト」に基づき、科学的

思考を備え未来の山形・日本

を支える人材を育成するため

に SCITA センターが設置さ

れました。その中で、大学生が

子ども達に科学の魅力を伝え

ようと、SCITA センターのス

タッフとなり科学実験イベント

を企画・開催したことが本団

体の始まりです。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

特に大切にしていること

は、子ども達に「科学ってす

ごい！面白い！」と感じても

らうことです。科学に興味を

持ってもらう第 1 歩として、

科学というものに感心し、 

不思議に思ってもらえるよう

に努力しています。 
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若 者 部 門 

SCITAセンター学生スタッフ参加イベント集合写真 

実験ブース看板 



イベントブースの運営 

 Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

私たちが気にしないとこ

ろに目をつけて「じゃあこれ

はどうなるの？」と子ども達

から質問されたり、親御さん

の方から「これはどうなんで

すか」と聞かれたりして、実

験の改善ポイントや教え方

に気づかされることがあり

ます。 

科学の魅力を伝える活動

ですが、同時に私たちが  

科学の奥深さや不思議さに

気づかされる活動でもあり、

やりがいがあります。 

 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

現在の実験は物理・化学

分野に集中しており、生物や

地球科学・データサイエンス

分野の実験が少ないことが

課題となっています。 

今後は大学内の他の科学

系サークルや大学内外の諸

機関との連携を深め、これ

らの分野の実験も行ってい

きたいと思います。 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

実験を行った後に、「この

実験では何が起きたのか」を

説明する「原理説明」を行う

のですが、実験によっては説

明が難しく、うまく子ども達

に伝えられないことがありま

す。特に年齢が低い子供たち

には「いかにわかりやすく説

明するか」が大変です。口頭

で説明するだけでなく、ジェ

スチャーを交える、絵を見せ

ながら説明する、というよう

に、その都度工夫しながら原

理説明を行っています。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

「科学実験の提供」と聞く

と理系の学生が行ってい

る、と想像されがちですが、

人文社会科学部や地域教育

文化学部といった理系以外

の学生も所属しています。 

分野横断的に活動している

ことが強みです。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

大学の新入生歓迎フェステ

ィバルなどの学祭に参加し、

活動の紹介を行っています。 

また、イベント時には他団体

と積極的に交流し、活動の輪

を広げられるようにしていま

す。「科学のイベントをここで

開催したい」という話を聞き、

本団体の紹介を行うこともあ

ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

主に長期間管理されてい

ない山林の刈払いや間伐な

どの森林整備を行っていま

す。メンバーの多くは林業が

本業ではありませんが、森と

関わりたいという意識を持

った若者や移住者が中心で

す。 

森林整備のほかに、毎年

2 月後半に開催される中津

川地区内の雪まつりで雪に

覆われたブナ林のライトアッ

プ、そして 4 月から 5 月中

旬に、白川湖に姿を現す白

柳の「水没林」のライトアップ

などを行っています。 

「森林業」による地元の魅力発信と

関係人口・交流人口の創出 

飯豊町中津川の森人会
もりびとかい

 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表 加藤 雅史 

所在地 

飯豊町 

主な活動分野 

森林整備・森林業（新林業） 

農山漁村・中山間地域の振興 

設立年月 

令和３年４月１日 

会員数 

12人 
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一般社会貢献部門 

また、町内外から参加者

を受け入れています。県外

の大学生が参加する森林研

修の受け入れや消防隊職員

有志の方々との自然災害に

向けたチェーンソー講習会

などを行っています。また芸

術家を招いて長期滞在型制

作イベントも行い、森や山村

での暮らしをテーマに作品

を地元住民の方々と共に作

り上げるワークショップも開

催しています。 

水没林、ブナ林の 

ライトアップ 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

2021年 4月から活動を開始

しました。きっかけは、代表の

加藤が飯豊町に移住し林業に

従事する中で、林業の後継者

がいない事、そして荒廃する里

山、そして現行の林業での限

界を感じたからです。 

 

森林整備作業 



 

 

 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

様々な経歴を持つ人々と

共に活動するからこそ、新し

いアイディアの発見、気づき

が生まれています。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

「木が生えているからこそ 

の森の価値を最大限生かす」。 

「木を伐るのであれば、その

価値を最大限見出す」。 

 

効率よく木を伐り、丸太を

売るというのが今の林業で

すが、経済性を重視するが故

に見失ってしまった森と人と

の関係性を取り戻す活動を

行っています。 

森の価値を最大限に活か

す、それは空間利用や教育、

技術継承、芸術、観光といっ

た多岐にわたる事です。これ

らは、本業の林業からは生ま

れない発想です。それが生ま

れるのは、本業ではない人々

が森と関わり、自由な発想を

行い、自主的に関わっている

からです。そこから生まれる

化学反応により、今まで見過

ごされてきた森の価値を見

出してきました。 

 

金銭的な価値ではなく、 

多くの人々が森の中に集い、

新たなアイディアを実現する

為に、共に進む。 

こうした姿が、森が私たち

に与えてくれる一番の恵みと

いう事を大切にしています。 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

地域の森は地域で守り、

森を活用し過疎の山村集落

である中津川地区を、日本

で一番賑やかで活気のある

集落にしていきたいです。 

その為に、森林整備と  

観光、芸術などを組み合わ

せた新たな林業（森林業）を

生業までに成長させていき

ます。そして町内外の多くの

人が集う、森を育てていきま

す。 

 

 

 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

森林整備の事業に対する

メンバーの温度差でした。当

初は、困惑しましたが、まず

メンバーが何をしたいのか、

何が得意なのかという聞き

取りを行いました。森林整備

だけが森の活用ではないと

気が付き、ライトアップ、芸術

活動など多岐にわたる活動

の幅が広がる結果に繋がり

ました。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

森人会は、「やる気のある

人をサポート」します。女性

会員が、重機に乗り山で作

業道作りなどをしています。

やりたい、やってみたいとい

う人を応援し、支援、教育を

行うのが森人会です。 

こうして、森の次のファ

ン、森の担い手を増やしてい

ます。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

当初は飯豊町中津川地区

内で仲間のみにしていまし

たが、これでは発展が見込

めないと感じ、町内外の若

者を中心に声をかける事な

どを行ってきました。 

並行して Facebook や

Instagram などを使い、活

動の情報を発信しています。 

芸術家の滞在型制作イベント 

その大きな形が芸術と森

の活動である、ライトアップ

と芸術家の滞在型制作イベ

ントです。 



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

観光場所として見捨てら

れていた徳良湖湖面を活用

し、水辺のアクティビティ、特

に自然に優しい風だけで走

るヨットを通じて観光振興、

地域振興と青少年の育成、 

障がい者や高齢者の社会参

画促進といった社会教育を

目的として活動しています。 

設立当初はヨット愛好家の

団体からヨット俱楽部を立ち

上げ、後に B&G 財団※の海

洋クラブに認定されました。 

公益に資する活動を交え

ながら対象層を広げ、誰もが

楽しめるインクルーシブセー

リングを提供しています。 

Sailing for everyone 
ヨットで町おこし 

一般社団法人 徳良湖ヨット倶楽部 

・・・ 団 体 概 要 ・・・ 
 

代表者 

代表理事 長谷山 裕 

所在地 

尾花沢市 

主な活動分野 

青少年の健全育成、スポーツ・

パラスポーツ・高齢者の社会 

参画・地元観光の振興 

設立年月 

平成24年９月１日 

会員数 

56人 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

２０１２年、最初は現副代表

理事が生まれた集落の徳良湖

において、年老いた店主に乞

われて営業不能に陥った貸し

ボート屋を引き受けたところ

からです。 

ここへ現代表理事が趣味で

やっていた、風だけで動くヨ

ットを浮かべて町おこしをし

ようと、すべてを自前で、まず

は建屋を人々が気軽に集える

クラブハウスに改修しました。

その後、朽ち果てていた危険

な桟橋を補修、その桟橋も

徐々に延長しました。 

昨年は、車椅子の方々でも

安全、安心に乗り降りできる

ような桟橋も設営しました。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

水上体験の前に、B&G の

プログラムを活用し、水辺の

安全教育とライフジャケット

の活用法教授を徹底し、安

全を確保しています。 

また、令和２年度より、  

北海道・東北では初めての 

誰でもが安全にかつ簡単に

乗れる「ハンザ級ヨット」を 

導入しました。初めてでも

15 分程度の教習で障害の

有無や年齢、経験を問わず、

誰もがインクルーシブで湖面

を自由に帆走できることが

できます。 
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学校行事での体験活動 

ハンザ級ヨット 

※ 水辺の自然体験を通し、青少年の
健全育成や地域活性化等を推進
する公益財団法人 



 

Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

最初は、ヨットは危険を伴

う水上アクティビティなの

で、乗艇者をある一定の年

齢以上の健常者に限って活

動していました。しかし、ハン

ザ級ヨットを知りそれを導入

するに至り、年齢や経験の有

無、障がい者でも安全に乗

艇し、風をつかんでセーリン

グを楽しめるようになりまし

た。今まさに旬となった「イ

ンクルーシブセーリング」を

北海道・東北では唯一の倶

楽部として展開しています。 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

これまでは、身体的障が

いをお持ちの方、特に車い

すの方々向けにインクルーシ

ブ活動をしてきましたが、今

後は、聴覚障がいや視覚障

がい、知的障がい、精神的障

がいをお持ちの方への対応

を推進します。 

そこで、寄附や助成金の受

け皿になれるよう、令和４年

７月に一般社団法人となり、

行政や基金、公益団体や企

業などからも活動に資する

資金を頂戴できることにな

りました。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

子ども達の水難事故ゼロ

を目指し、積極的に地域の 

小学校の学年行事を受け入

れ、水辺の安全教育を実施し

ています。 

また、所有する救助艇を活

用し、活動させていただいて

いる湖面の清掃や外来種の

不法放流の湖上監視、さらに

は湖畔で遊ばれている方々

の水上安全救難パトロール

活動をしています。 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

まだまだ、徳良湖でヨット

体験ができることを県内の

方でも知りません。 

今後は資金の掛からない

Ｗｅｂを活用した広報活動を

展開し、まずは一度試乗しに

来ていただき、ヨットやセー

リングの面白さ、そしてセー

リングの文化をお伝えし、 

特に障がいをお持ちの方や

高齢の方にもインクルーシブ

セーリングの輪を広げてい

きたいと思います。 

車いすからの 

ヨット移乗 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

これまでは、倶楽部会員の

年会費収入のみで活動をし

ておりましたが、設備や舟艇

を揃え、救助体制を確立して

いくと、当然のことながら 

かなりの費用が必要となり、

自前だけでは賄いきれない

状態が予測されました。 

湖面のごみ拾い 

地域の高校の授業、 

幼稚園行事での 

ヨット体験活動 



 

受賞した活動について 

Ｑ．どのような活動ですか。 

私の実家であり、朝日町に

ある「若宮寺」で音楽フェス

を行う『寺フェス』と、有志か

ら募った寄附協賛金を元に

町内で花火を打ち上げる『の

ぼり花火大会』を行っていま

す。 

寺フェスは著名アーティス

トにも出演いただく音楽フェ

スで、私自身もミュージシャ

ンとして出演しております。 

また、のぼり花火大会は 

町内の公園を会場に、一発

一発、寄附協賛金をいただ

いた方からのメッセージを 

読み上げながら、想いを込め

て打ち上げるイベントです。 

寺フェス in 山形県朝日町 
若宮寺、のぼり花火大会 

登坂 尚高 氏 

Ｑ．いつから始めた活動ですか。 

活動を始めたきっかけや理

由は何ですか。 

寺フェスは平成 25 年に初

めて開催し、今年度で９回目

となりました。元々私が音楽

活動をしていたこともあり、

夏フェスといった音楽祭を 

自分の力でできないものか、

音楽で面白いことをできない

かと思ったことがきっかけ 

です。 

開催するにあたり場所やお

金の問題が浮かびましたが、

「んだ、俺ん家でやってみっ

べ！」「お金は自分で働けば何

とかなっべ！」と半ば勢いに

任せて、実家である若宮寺  

本堂を会場に開催しました。 

Ｑ．活動をする中で、大切にし

ていることは何ですか。 

寺フェスでは私の大好き

なアーティストをお呼びして

おります。リスペクトと熱意、

そこに仲間たちの支えがあ

るからこそ良きイベントにな

ると思っております。お越し

いただいた皆さんが少しで

も笑顔になっていただけれ

ば、これ以上嬉しいことはな

いと思っております。 
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のぼり花火大会 寺フェスでの演奏 

令和２年からはコロナ禍と

なり寺フェスの中止が余儀な

くされましたが、代わりに何

かできないかと考え「のぼり

花火大会」を開催することと

なりました。 



寺フェス実施風景 

寺フェス実行委員会スタッフ 

 Ｑ．活動の中からどのような

気付きや発見がありまし

たか。 

仲間は大事だということ

です。このようなイベントは

決して私一人ではできず、

賛同し協力してくれる仲間

の支えがあって初めて実現

することができます。しかし

身内ノリは絶対にしないこと

を肝に銘じています。 

また、判断に迷ったとき

は、損得よりも面白さを選

択した方が良き１日になると

いうことを実感しました。 

遠くからはるばる来てく

ださるお客様、ふらりと遊び

に来た近所の爺ちゃん、婆

ちゃん、親子、友人同士、た

った一人でも皆真剣に、時

にゆったりと音楽を聴きに

来てくださる光景は本当に

素晴らしいものです。 

音楽が好きな人、かつて

音楽が好きだった人、これ

から何か始めようとする人、

日常に戻る人、それぞれの

心の中に何かしらの衝動が

生まれてくださったら冥利

に尽きます。 

敬意と熱意を持って、これ

からも続けていきたいと思

っております。 

Ｑ．活動をする中で困ったこ

とはありますか。そのとき

どのように対応しましたか。 

最初はイベント運営に関す

るノウハウが無く分からない

ことばかりで、手探りの状態

からのスタートでした。 

どうすれば良いのかと思

い悩むこともありましたが、

一緒に活動している実行委

員会の仲間や家族、関係者

の皆さまに支えられ、励まさ

れ、ここまで続けることがで

きました。支えてくださる全

ての方々に、本当に感謝して

います。 

その他の活動について 

Ｑ．その他に行っている活動

や団体のアピールはあり

ますか。 

寺フェスの様子は SNS

（ X 、 Instagram 、 Face 

book）でも発信しておりま

すので、ぜひご覧ください！ 

 

今後について 

Ｑ．今後はどのようなことを

目指して、活動を行ってい

く予定ですか。 

のぼり花火大会はコロナ

禍における一定の目的を果

たしたこともあり終了します

が、寺フェスはこれからも続

けていく予定です。 

 

Ｑ．活動していく仲間を増や

す工夫はありますか。 

こちらから増やすというこ

とはありませんが、有難いこ

とにスタッフの友人や仕事や

プライベートで知り合った方、

大学生のボランティアの皆さ

んなどからお手伝いしたいと

お声掛けいただき、気が付け

ば活動の輪が広がっているよ

うに感じます。 
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＜ジュニア・ユース部門、一般社会貢献部門＞ 

山形県防災くらし安心部 消費生活・地域安全課 

県民活動・防災ボランティア支援室 

＜若者部門＞ 

山形県しあわせ子育て応援部 多様性・女性若者活躍課 

※ 記載の団体概要は、受賞（令和６年11月）時点のものです。 


